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Daily Life of a Community in a Mountainous Area




43-46, 523, 579］。図１は、昭和 35 年から平成 27 年までの早川町の男女別人
口推移である［早川町 2015：4］。
茂倉は標高約 900mの山間地１)集落で、平成 29 年 11 月１日現在、早川町














し、平成 12 年を境に生産年齢と高齢年齢が逆転した［早川町 2015：4］。茂
倉の高齢化率を見ると（表１）［早川町 2015：6-7］、実際は予測を上回る速








































平成 24 年度 78％ 34％
平成 34 年度 91％ 78％
※平成 34 年度は予測
３ 問題の所在
平成 29 年 11 月現在、住民票上の茂倉の人口は 20 人だが、「区と呼ばれる
住民の自治組織」［大久保 2016：51］に区費を納めている人の数は同時点で
57 人であった。平成 21 年の大久保の調査によると、昭和 45 年以降に茂倉か

































































































































者 Bと他出者 Cは同年齢でいとこ同士であり、約 20 年前、共に獅子舞の後
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